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   Plasmapheresis have been used as a therapy of hepatic failure. The procedure 

was occasionally combined with hemodialysis, when both hepatic and renal failure 

occurred. We discussed the clinical features and treatment of 27 patients with hepatic
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急性腎不全や肝不全ウプラズマフよレWか式守持続波過透析

は じ め に

血祭変換は,肝不駿に対する肝補助装置として治療むごd

済いられているが,肝 旬腎不全をこぼせ肝不全に引続き急

性腎不全を発症する例や,急性腎不全の経適中をこ肝不全

を併発する例もあり苛政梁変換と血液透析を同時に行 う

ことも多い"

今rijN蘭 射 ま,蚤症肝障害あるいはこれと腎障害の餅発

したgj験例について亨発症の様式平鹿紫交換治療開始時

の検査成績,治療法などを険討 LJたす

対 象

対象はサ昭和57年から削年の闘 こ当科で治療 した濃症

肝障害,またはこれと腎傷害の併発例27例で,このうち

結 果

まき発症の様式

圭をこ登症肝障害が発症 した群 (症例 1- 円 では,顔

部大動脈癖の 呈例を除いて, 7例中6例が消化器疾患の

術後症例であった,肝硬変症を有する症例は ま例のみで

あった.症例 1, 2は血梁交換開始時をこ CTの上界は

見られず予また,症例 5は,血紫変換開始時に Cyの

軽度_虻厨が見られたが,血液透析を必要とLなかった書

塵症肝傷害の経過中に急性腎不全が発症 した群 (8-

旦那 では苧転倒中速例が肝硬変症を有 していた.症例9ヲ

l(1言!''畑美里 ∴(I, 上.

.卜昌 了 .:;招 腎 卜辛 '､結 抑圧-~車1日汗樟宮 上舶 Ii_巨I-

群 (症例掴-捕)においては,ん隻例中3例が弁膜疾患の

勘極症例で.夢l.!∴

急性腎不全と蚤症肝障害がほぼ同時に発症 L,た鰐 を症

何部 ---i:丁.∴ 卑′j:=J',r,l'､.~1上根十含十 :_:い/I.

鶴に,慢性腎不全で維持透析率に登症肝障害が発症 し

た例 を症例旦那書経度腎機能障害を着する症例をこ整症肝

陣宮J'):L･';t症 上}L軌 :㍉‖!.吊().:i詳さ.′㌧

2)治療

豪 語をこ治療を示 した.血燦変換を約-｡た症例が望息例や

上丁再托凍頼 ･j~､1Jt結血液榔 週 は1,＼＼･廿 ･服隼胤避 ㌻､卜二LlL∵＼卜

申髄膜潅流を行 った症例が逢5例チ両者を施行 した症例が

l押巨■.(,. !.理柴圭掩 十二.-Ll'[軒 ､血激浪過沃い叫 F用 十

続する方法も試みられた.この方法は嘗体外循環の時間

が短縮できる反面,プライ ミングポリ:i-ムかやや多く

な り,また安全管理を行うモニタ-に完成され薮二転のが

なく守治療中をこ厳蚤な監視が必要であった.

また,循環勅願が不安定で,従来の血液浄化法をことも

程度の除水と輸液を行う CA相 を施指 した舟3症例の

ベ37日の経験では,循環動態に与える影響は心配なかっ

し】日日tlt削r;llLiltr;lti川い､SL'LIl/､リ甘言卜:..頼 畑1､1'tを

行 う方法があるが軍学的約 呈30mUhouTの降水を行 う

ことができる.さらをこ.透析液の潅流を併用することに

より,3,6mi/mimのクレアチエソクリアランスを関る
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寮 恩義症肝障害及び急性腎不･教合併症例

疾 患
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Hll｢こ重症肝陣宮r町
H針や鼠F;重症肝障害の経過中に急性腎不全が発症した症例,
rtF･HlJこ急性腎卜'7+.J雄f.過小ト∴射t用卜陣雷/､軽症上UL卜｢廿
日lト‖ド;慢什腎1こ仝L71経渦中.'II_車二日汗障宮/1斬_｣日lた.PtL目礼
I一l)･‖ll':秤.度腎裡住持書(.中洞十時書Ll~1>'Y;L]皇'i-Iした症例.
Tit/I11ト､:急性腎不牛工重症廿陣雷信二と言iL･1時に発症L'!/.TJltTイ姉
川-;術後例,
I:);叶LL__:lyrj

∴リ丁∴l:･yTT,,症例i･二.しい二言工 nこ汗:川1StこItm(.-SllこIttl

をFuT漫75)と抗凝固性の高いそジコ-ルを餅周するこ

とをこより,へパリソを用いなくとも予設営mUmimの少な

い血流で約亜時間の施行が可能であった.

鋸 検査デー-夕
豪語血寮変換開始時の諸デ-タを示した.症例によ

り様埼な時間をこ開始きれても､る鋭 総ピリルビソ値でみ

:::-.i:.最小31.2.最小6.1.､日勺lt_;.̀15111g(~1卜.-L'1:L.こしTl

治療が開始されている.図2に示すようをこ,血腰変換

の治療効巣を綴ビリルゾソ除去効率でみると,症例をこよ

り一定の傾向がなかった外政寮変換開始前の総ビリルビ

ン値とその除嘉効率とは無関係であった.また,変換し
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ばrt輝 変 換 を 施 行 した症 例 望3例

_凍 畑 ,L'_.＼＼-It,廿 n T.Hl十 抽 T'Al上 り ;LIli,'I,: 1.:津 l'i

両 者 を 施 行 した 症 例 は 例
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l一:し､し1日 県 外 順 調

]'1):輝 帖 裾 TTL

図 旦 持続融液液過の例

TBmg/dI

Pre

凶 2 粧 十 二宮 1両 亘予 T I川 伸

post

た 新鮮 凍 結 痕も擾 膵 FP) の 農 と除 去 率 戸 は 関 係 が な か -つ

/㌦ 十 '∴ ト ー_率 直 目 許 吉 を守 トリ L‖耶 卜 二.仁 i冊 だ

あ った 早

良 射 魯併 症

治療 手技 に用 い た - バ リンの た め と考 え られ る班血 性

の 舎餅 症 が 3例 に 認 め 6-〉れ た . 糖 をこ蚤 症 肝 障 害 が あ る場

合 をこぼ 曾 凝 固 因 子 も低 下 して お り, - バ リンの 使 用 巌 を

減 厳 し餌 ご帆もか か か扉 )ず 9 消 化 管 出血 が 2例 , 職 歴 内 出

血 が 違例 に認 め られ 虹 出血 性 合併 症 の発 症 が強 く疑 わ

を邦3い た が , 回 路 も凝 固 しや す く, 注 意 深 い監 視 が必 要

､一十 十.

;-) J{･ip･軽

減 蔑 効 果 (症 例 漫詣) や 意 識 な ど623日-磯 状 態 の維 持 豚

例 鋸 に対 し, 血 鷹 変換 は効 果の 認 め られ た症 例 は あ る

も昭の,濠 選 に示 した よ うに , そ の ほ とん どが 死 亡 L

寮 3 g虫も紫変換開始時の検査デ､--顔
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考 察

発症の様式で分類すると,主に肝障害が発症し,血液

透智子を賓するほどの急性腎不全が発症しないが予あるい

は発症する前をこ死亡した症例はタ消化器疾患の術後酢 こ

多く,肝硬変症例は少なかっ紅 肝障害をこ続いて急性腎

不全が発症した症例は¥その半数が肝硬変症を着してお

り,またテ反対をこ急性腎不全の経過中に消干障害が発症し

た症例は弁膜症疾患の術後例が多いようであ--｡た中した

がってァ従来から言われているようをこ,肝硬変患者の肝

障害悪化時は,急性腎不全の発症をこ注意し,また,弁膜

症患者をこ急性腎不全が発症したときをI乙は,重症肝障害の

発症に注意滞る必要があると考えられたtしかし,ⅢC,

蚤症感染鼠 低泊と圧などの存在もこれらの病態をこ大きく

関連することから,多変凝解析などの拳法を履いた解析

が必要であろう2㌧ またぅ登症肝障害の発症時にすで紅

凱TN や CTが上昇している症例があ畑 このような症

例闘豊特をこ狂者が必要であろうと考えられ紅

塵症肝障害があり-同時をこ腎障害が発症したときに,

これ/らの障害に対して人工補助装置で対処する寮は容易

なことではない.血祭交換の開始時期をこついては一定の

;･p/i.rLl

見解がなくタまたその予後も決してよいとはいえない▲

総ビリルビン値をこついてみれば,Fmlの変換鼠が多い

方が予後が良いという頼子でないことが,検討の結果明

らかに伊な-｡た,しかし9腎不堂をLr/二3いては新しいと透析

膜と新しい抗凝固薬により,CAV嘗夏が安全かつ効率よ

くできる橡になってき紅 大腿動脈をこ蘭接辞刺する漸に

より,血圧が 醐mm昔腹 前後でも十分な血流が将iA凍

るといわれており31,効率の改善も期緒できるや人工小娘

器の技術も進歩Lておりチャ緩救命できる症例が1例で

も増加3することが望まれる,
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